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人口6，140人（十1）

　男　2，959人（±0）

　女3，181人（＋P

世帯数1，747戸（＋2）
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　　　　　　消防出初式

消防出初式が、／月5日．町総合グラウンドで開催

されました。

　当日は、町内の12部が参加し、規律訓練と小型ポン

プ発水競技に日頃の訓練の成果を競いました。

　結果は次のとおりです。
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澄みとほる 冬の日ざしの　光あまねく

われのこころも光れとそ射す
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平成元年2月号〔2）、
つ

こ’、
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今
年
も
町
県
民
税
と
国
民
健
康
保

険
証
の
所
得
申
告
の
時
期
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
年
一
月
一
日
現
在
で
町
内
に
居

住
す
る
人
は
、
昭
和
六
十
三
年
一
月

一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の

一
年
間
に
得
た
所
得
を
、
的
確
に
整

理
・
計
算
し
て
申
告
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
申
告
相
談
は
、
別
表
の
日
程
に
よ

っ
て
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
お

金
を
借
り
る
場
合
、
あ
る
い
は
福
祉

年
金
等
を
受
給
す
る
場
合
に
は
所
得

証
明
が
必
要
で
す
の
で
、
所
得
の
な

い
人
も
、
も
れ
な
く
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

も
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
幽
‘
」
響
冒
じ
｝
じ
；
｝
じ
｝
じ
邑
P
，
寮
じ
畜
邑
響
匿
，
｝
じ
蓄

申
告
の
要
領

　
●
毒
●
書
●
看
●
璽
●
4
ぐ
｛
薯
響
●
4
堤
禦
●
璽

　
申
告
の
と
き
に
持
参
す
る
も
の
は

①
田
畑
で
生
産
し
た
作
物
名
・
作
付

面
積
が
明
ら
か
な
も
の
。
（
あ
ら
か
じ

め
申
告
計
算
書
を
配
布
し
ま
す
の
で

記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
）

②
農
作
物
（
し
い
た
け
、
み
か
ん
、

柿
、
栗
、
野
菜
等
V
の
収
量
や
販
売

金
額
を
証
明
す
る
も
の
。
　
（
出
荷
証

明
書
。
）

③
養
蚕
の
量
売
渡
し
精
算
書
。
　
（
各

蚕
期
別
。
）

④
肉
闘
牛
の
セ
リ
市
場
に
お
け
る
売

渡
し
証
明
書
。
（
百
万
円
未
満
の
子
牛

に
つ
い
て
は
、
家
畜
市
場
の
売
却
証

明
書
が
あ
れ
ば
免
税
所
得
、
証
明
書

が
な
い
と
き
は
課
税
所
得
で
す
。
）

⑤
出
稼
ぎ
や
日
稼
ぎ
を
さ
れ
て
い
る

人
は
、
事
業
主
か
ら
の
賃
金
等
の
支

払
明
細
書
。
（
給
与
支
払
報
告
書
の

出
て
い
る
人
は
不
要
で
す
。
）

⑥
各
種
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は

六
十
三
年
中
の
年
金
支
払
通
知
書
。

⑦
土
地
や
建
物
の
譲
渡
、
立
木
の
売

却
、
貸
家
等
の
あ
る
人
は
、
収
入
・

支
出
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
。
（
公
共

用
地
の
買
収
に
よ
る
補
償
の
場
合
も

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
）

⑧
そ
の
他
所
得
の
あ
る
人
は
、
収
支

の
明
ら
か
な
も
の
。
（
家
計
簿
、
日
記

ノ
ー
ト
類
。
）

⑨
昭
和
六
十
三
年
中
に
支
払
っ
た
も

の
の
う
ち
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
る

も
の
（
農
機
具
・
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

等
の
購
入
費
、
雇
人
費
、
土
地
改
良

費
、
交
際
費
、
光
熱
寸
意
、
事
業
用

借
入
金
の
支
払
利
息
、
地
代
、
家
賃

等
V
及
び
生
命
保
険
料
の
領
収
書
。

越
，・γ

ア

つ
，
u

が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
書
類
の
外
に
、
印
か
ん

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
所
得
税
の
還
付
申
告
（
払

戻
し
請
求
）
を
す
る
人
は
、
源
泉
徴

収
票
を
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

は
病
院
の
領
収
書
・
通
院
証
明
書
を

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告

2
月
2
7
日
と
2
8
日

　
昭
和
六
十
三
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
申
告
期
限
は
三
月
十
五
日

で
す
が
、
税
務
署
は
遠
方
で
す
の
で

本
町
で
は
、
次
の
日
程
で
納
税
相
談

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▽
期
日

▽
時
間

▽
場
所

　
な
お
、

る
人
は
、

2
月
2
7
日
・
2
8
日

午
前
9
時
～
午
後
4
時

東
郷
町
役
場
二
階
講
堂

税
務
署
面
接
の
指
定
の
あ

当
日
申
告
を
し
な
い
と
延

岡
税
務
署
ま
で
出
向
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
確
定
申
告
を

　
　
　
　
　
要
す
る
人

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
に
は
、
税
務
署
か
ら
申
告
書
用

紙
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
と
も
に
申
告

相
談
の
案
内
が
あ
り
ま
す
。

　
申
告
書
の
送
付
を
受
け
な
く
て
も

次
の
人
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

①
事
業
所
得
等
の
所
得
金
額
の
合
計

額
が
、
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、

役
場
講
堂
て目

扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
額
の
合

計
額
を
超
え
る
と
き
。

②
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所

得
の
金
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
と

き
。
（
二
十
万
円
に
は
、
肉
用
牛
の
売

却
に
よ
る
免
税
所
得
も
含
ま
れ
る
。
V

③
給
与
所
得
者
で
二
ヵ
所
以
上
か
ら

給
与
の
支
払
を
受
け
て
い
る
人
で
、

年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
従
た
る

給
与
の
収
入
金
額
と
そ
の
他
の
所
得

金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円
を
超
え

る
と
き
。

　
　
所
得
税
の

　
　
　
　
　
還
付
申
告

　
「
年
間
の
所
得
に
つ
い
て
税
額
を

計
算
し
て
み
る
と
、
源
泉
徴
収
や
予

定
納
税
で
既
に
納
め
て
い
る
税
金
の

方
が
多
く
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告

を
す
れ
ば
納
め
過
ぎ
た
所
得
税
が
還

付
（
払
戻
し
）
さ
れ
ま
す
。

①
給
与
所
得
者
で
年
の
中
途
で
退
職

・
つこ’、

つ

と報町噛F成元年2月号
〔3）

し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め

年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人
。

（
源
泉
徴
収
票
が
必
要
。
）

②
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
や
医

療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
人
。
（
必
要
書
類
は

雑
損
控
除
1
1
損
失
の
金
額
を
証
す
る

も
の
・
医
療
費
控
除
一
領
収
書
、
通

院
証
明
書
・
住
宅
取
得
控
除
1
1
家
屋

の
登
記
簿
謄
本
、
新
築
工
事
請
負
契

約
書
、
売
買
契
約
書
、
住
民
票
抄
本
、

金
融
機
関
等
の
住
宅
取
得
に
係
る
融

資
額
の
償
還
金
額
等
証
明
書
。
）

③
年
金
及
び
恩
給
の
収
入
に
つ
い
て

は
、
従
来
は
給
与
所
得
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
昭
和
六
十
三
年
分
か
ら

所
得
区
分
が
変
更
に
な
り
、
雑
所
得

と
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
従
来
は
、
公
的
年
金
等
も
通
常
の

給
与
所
得
と
同
様
に
年
末
調
整
で
給

与
所
得
控
除
、
配
偶
者
特
別
控
除
、

社
会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控

除
等
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
公
的
年
金
等
受
給
者
に
つ
い
て
は

六
十
三
年
分
か
ら
年
末
調
整
が
行
わ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
所
得
税
の
還
付
の

必
要
な
人
は
、
税
務
署
に
確
定
申
告

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④
昭
和
六
十
三
年
分
の
所
得
税
の
臨

時
特
例
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
六

十
三
年
八
月
以
前
に
支
払
わ
れ
た
六

十
三
年
分
の
退
職
所
得
に
つ
い
て
、

こ
の
特
例
法
を
適
用
す
る
と
所
得
税

を
納
め
す
ぎ
と
な
る
人
。

別表

平成元年度町県民税・国民健康保険税申告相談受付日程表

月日 c・■寺門i
！区　名　　　組　合　名　　…

会　　　　場

2月10日1金19：30～12：00 小野田i軒下1・2・又中・又上・住宅…

13日i月i
19：30～12：00 小野田1・2　　　i役場講堂

〃

1大谷　　　　　　…

14日　火
10：00～12：00｛下渡川1区　全　域　　　　i下渡川地区集会施設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

9：30～11：00 @表旨児洗一礁　…児礁会所
15日1水 　　　　　　　越13：30～15：00i

i　　　　　　　　　　　　　中水流・田口八ツ山　1 国表生活改善センター

16日

　　　　　　I　　　　　　　　　I
X：30～12：00：　　　；東石原・西石原・本村

木
113…一15…3

坪　谷
赤井笠・上野原

仲崎・多武の木・瀬平
坪谷地区多目的集会施設

　　1
P7B…金
@　1 13：00～15：00

　　〃
c 3市谷原・市谷川崎

20日

9：30～12：00・　　　　野々崎・深谷　　　　　　　　　c冗　　・

月 　　　　　　　仲13：00～15：00：
‘木　，

下仲瀬・久居原・下水流
仲深地区集落センター

21日 火

9：30～11：301八重原i区全域　　　　　　　　　　ト

八重原公民館

13：30～15：001迫野内 地内・鹿瀬

9：30～12：00 東下・東上 迫野内公民館　・　　1
@22日】水・　　　　　　［

13：00～14：30
〃

西谷

23日 木 9：30～12：00 田　野 区　全　域 田野地区集落センター

27日 月 9：00～16：00

28日 火 9：00～16：00

町内全域 所得税の確定申告義務者 役場講堂

3月1日
9：30～12：00 井尻探瀬・日ケ道・樋田

水
13：00～15：00

羽　坂
硯野・羽諸寺之水流・小長野

羽坂生活改善センター

2日
9：30～12：00 大工野・おもだか

木
13：00～15：00

鶴野内
山内・中山

大工野地区集落センター

3日 金 9：30～12：00 〃 前田・下村・中水流 鶴野内公民館

6日
9：30～12：00 出口

月
13：00～15：00

福　瀬
仲野原1・2・3

仲野原（3）公民館

7日
9：30～12：00 上村1・2・3

火
13：00～14：30

〃

下村・鳥lll
福瀬公民館

9：30～12：00 広瀬
8日 水

13：00－14：30

〃

日田尾・鵜戸木
広瀬生活改善センター

9：30～12：00 庭田・長崎　　　　　1 1庭田公民館
9日 木

13：00～15：00
寺　迫

中尾・吉牟田

10日

9：30～12：00 寺上・山ノロ
金
13：00～14：30

〃

落鹿
丁丁公民館

親金で明るい脚継§子供5に
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99

ｼ
が

大
人
の

仲
間
入
り

　
一
月
四
日
、
町
の
成
人
式
が
町
中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
今
年
は
九

十
九
名
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま

し
た
。

　
当
日
、
式
典
に
は
八
十
八
名
が
出

席
し
、
新
成
人
者
証
書
が
代
表
の
寺

原
昌
昭
君
（
羽
坂
）
へ
手
渡
さ
れ
た

後
、
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
輩

方
か
ら
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
受
け
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
若
杉
健
司
君
（
仲

深
）
が
、
「
成
人
の
日
の
意
義
を
し

っ
か
り
胸
に
刻
み
、
責
任
あ
る
行
動

を
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。
」
と
誓
い

の
言
葉
を
の
べ
ま
し
た
、

　
ま
た
、
式
の
終
了
後
、
新
成
人
者

に
よ
る
意
見
発
表
会
が
行
わ
れ
、
奈

須
健
二
君
（
八
重
原
）
と
原
田
夏
美

さ
ん
（
仲
深
）
の
二
名
が
、
新
成
人

を
迎
え
た
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　
次
に
こ
の
二
名
の
意
見
発
表
を
紹

介
し
ま
す
。

ま
ず
、
両
親
に

　
　
　
感
謝

奈
須
健
　
二

な

ひ

　
成
入
式
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

ま
ず
成
人
に
な
っ
た
こ
と
の
感
動
よ

り
も
、
自
分
を
こ
こ
ま
で
育
て
て
く

れ
た
両
親
、
学
生
時
代
に
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
方
や
級
友
等
に
深
く
お

礼
を
言
わ
な
け
れ
ば
と
思
う
。
自
分

に
関
係
す
る
全
て
の
人
々
が
自
分
の

人
間
形
成
に
大
い
に
役
立
ち
、
そ
の

お
か
げ
で
現
在
の
自
分
が
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。
小
さ
い
頃
か
ら
負
け
ず

嫌
い
で
友
人
と
競
い
合
い
、
切
磋
琢

磨
す
る
こ
と
に
よ
り
「
負
け
じ
魂
」

が
芽
生
え
、
人
に
負
け
た
く
な
い
と

い
う
気
持
ち
が
結
局
プ
ラ
ス
に
な
り

自
分
を
大
き
く
し
て
く
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
多
種
多
様
の
人
々

と
接
す
る
た
び
、
人
間
関
係
と
い
う

も
の
が
い
か
に
難
し
い
か
と
い
う
こ

と
を
思
い
知
ら
さ
れ
、
挫
折
し
そ
う

に
な
っ
た
事
も
あ
っ
た
。
数
々
の
経

験
を
積
み
重
ね
な
が
ら
社
会
の
一
員

に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
今
、
早
く
自

覚
を
も
ち
、
自
分
は
決
し
て
こ
こ
ま

で
一
人
で
生
き
て
き
た
わ
け
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、

常
に
謙
虚
な
気
持
ち
で
社
会
の
魁
に

な
る
よ
う
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば

と
思
う
。

必
要
と
さ
れ
る

　
　
　
　
社
会
人
に

原
　
田
　
夏
美

9
ワ

　
高
校
を
卒
業
し
て
看
護
学
校
へ
進

み
、
や
が
て
二
年
を
終
え
よ
う
と
し

て
い
る
今
、
成
人
式
を
迎
え
る
。
学

生
で
あ
り
世
間
を
全
く
知
ら
な
い
私

が
、
責
任
と
い
う
大
変
重
た
い
二
文

字
を
背
負
わ
さ
れ
て
ポ
ン
と
社
会
へ

放
り
出
さ
れ
た
気
分
で
あ
る
。
こ
の

・
す
べ
て
の

　　

@
人
事
業
所
か

　
「
社
会
保
険
」
に
加
入

　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
は
、

…
会
社
、
工
場
、
商
店
な
ど
の
事
業
所

．
が
加
入
し
、
そ
こ
で
働
く
人
た
ち
を

…
対
象
と
す
る
社
会
保
険
制
度
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
従
業
員
が
五
人
に

…
満
た
な
い
事
業
所
は
、
希
望
す
る
と

…
こ
ろ
だ
け
が
加
入
で
き
ま
し
た
が
、

…
昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ら
段
階
的
に

…
加
入
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
昭
和
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

十
三
年
四
月
か
ら
は
、
す
べ
て
の
法
㎜

人
事
業
所
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
…

ま
し
た
。

　
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
健
康
保
｝

険
、
厚
生
年
金
保
険
の
加
入
に
必
要
…

な
各
種
の
届
出
を
用
意
し
て
い
る
ほ
…

か
、
新
し
く
加
入
さ
れ
る
事
業
主
の
…

み
な
さ
ん
の
た
め
に
、
定
期
的
に
説
…

明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
の
加
入
に
…

つ
い
て
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
…

さ
い
。

　
延
岡
社
会
保
険
事
務
所
　
　
　
　
…

費
。
9
8
2
（
2
、
）
5
4
2
4
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

r
i
i
－
i
－
i
…
i
i
巳
一
i
i
9
駐
i
i
i
」
ヒ
．
一
「
i
・
！
l
i
i
i
i
i
i
i
■
！
l
i
i
i
i
i
i
i
…
i
i
9
ー
ー
i
i
i
i
i
i
i
i
9
聰
i
i
i
i
i
i
i
i
、
」

二
年
間
看
護
学
生
と
し
て
生
と
死
を

身
近
に
感
じ
、
人
間
の
強
さ
、
弱
さ

を
見
て
改
め
て
人
間
と
い
う
も
の
を

考
え
る
。
ほ
ん
の
二
十
年
し
か
生
き

て
い
な
い
私
が
、
六
十
才
の
人
で
あ

れ
ば
私
の
三
倍
も
生
き
て
い
る
人
の

心
を
読
み
取
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
大
変
な
責
任
の
重
さ
を
感

ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
こ
れ
か
ら

先
も
あ
ら
ゆ
る
人
間
を
見
、
考
え
、

悩
み
、
責
任
を
感
じ
て
生
き
て
い
く

こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、
こ
の
社
会

の
中
で
必
要
と
さ
れ
る
に
値
す
る
よ

う
成
長
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
人

々
が
精
神
的
に
、
肉
体
的
に
よ
り
健

康
な
方
向
に
向
っ
て
い
け
る
よ
う
、

生
き
て
い
る
こ
と
が
す
ば
ら
し
い
と

感
じ
ら
れ
る
よ
う
援
助
し
て
い
け
た

ら
と
思
う
。

県
知
事
表
彰

～
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
～

　
第
十
三
回
宮
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ
大

会
の
際
、
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
会
貝
と

し
て
小
野
田
区
の
都
甲
鶴
男
氏
が
、

宮
崎
県
知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
都
甲
氏
が
昭
和
五
十
八

年
か
ら
昭
和
六
十
】
年
三
月
ま
で
、

町
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
を
努
め
る
な
ど

会
の
発
展
に
努
力
し
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

搭逸

都♪

都甲鶴男氏

、
つ

こ“、
つ

と

町報向平成元年2月号

溝
糊
図

▼鈴峰園にもちをプレゼント

　　　　　　　　　　～福瀬小～
　12月17日、福瀬・j・学校の児童代表3名

が町立老人ホーム鈴峰園を訪れ、「私たち

が植付け育てたもち米で作ったもちです、

食べてください。」と、もちをプレゼント

しました．

　このうれしい送り物にお年寄りたちは

一足早い正月を迎えられたと感謝しでい
ました．

●
聯
、

　　　　　▲牧水かるた大会

　1月6日、第15回牧水かるた大会が町中央公民館で

行われました。

　当日は、町内の小学校から25チーム125名、中学校か

ら15チーム75名が参加して、団体と個人の優勝をめざ

して熱戦が繰り広げられました。

　優勝は次のとおりです。
〔団体戦〕

　小学校の部　福瀬小Aチーム

　中学校の部　東郷中Aチーム
〔個人戦〕

　小学校の部　高尾久美子さん（福瀬小）

　中学校の部　池田昌子さん（東郷中）

　　　▼リレーマラソン
　　　　　　　　　　　　　　～町青年団～

　12月18日、町青年団と町スポーツ少年団合計約60名

参加による第1回りレーマラソン大会が行れました。
　これは、42．195kmを100mずつリレーするもので、1

人平均7回走り、記録は1時間59分3秒。

　主催した町青年団事務局では、これからも年1回大

会を行い、記録を縮めていきたいということでした。

　　’
．多

凄F

彰

　　▲サンタが家にやってきた
　　　　　　　　　　　　　　　～仲深青年～

　12月24・25日、恒例となった仲深青年によるクIlス

マスプレゼントの配布がありました。

　これは、三才青年が昭和57年から行っているもので、

サンタにふんした青年が各家庭を回り、両親に預った

プレゼントを手渡すというものです。

　子供たちは、本物のサンタが来たと大喜びでした。

レ
庄
屋
跡
標
柱
を
建
つ

　
　
　
　
　
～
町
史
談
会
～

　
徳
川
時
代
、
本
町
に
は
山
陰
村
、
坪

谷
村
、
八
重
原
村
、
下
三
ヶ
村
の
四

つ
の
村
が
あ
り
、
下
三
ヶ
村
を
除
く

三
つ
の
村
に
庄
屋
が
い
ま
し
た
．

　
町
史
談
会
は
、
昨
年
の
九
月
山
陰

村
と
坪
谷
村
の
庄
屋
跡
に
標
柱
を
建

て
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
八
重
原
村

の
庄
屋
跡
に
も
標
柱
を
建
て
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
内
の
史
跡
を
広
く
皆

さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
建
て
ら

れ
た
も
の
で
す
．
、

九
州
大
会
で
も
優
勝

　
　
～
坪
谷
中
男
子
庭
球
部
～

　
前
月
号
で
紹
介
し
た
坪
谷
中
学
校

男
子
庭
球
部
と
東
郷
中
学
校
女
子
庭

球
部
は
、
一
月
六
日
、
熊
本
市
で
開

か
れ
た
九
州
大
会
に
出
場
し
、
坪
谷

中
男
子
は
、
見
事
団
体
優
勝
。
三
月

に
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
の

出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
東
郷
中
女
子
は
善
戦
し
ま

し
た
が
、
予
選
リ
ー
グ
で
惜
敗
し
ま

し
た
。
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議
会
の

　　

�
j

⇔

　
村
長
改
選

　
東
郷
村
第
一
代
村
長
甲
斐
定
一
郎

が
山
陰
郵
便
局
長
に
逓
信
省
よ
り
任

命
さ
れ
た
の
で
、
前
号
に
記
し
た
よ

う
に
退
職
届
を
出
し
た
。
村
長
代
理

助
役
松
崎
千
三
郎
が
村
会
を
招
集
し

た
。
そ
の
時
の
議
事
録
を
記
す
と
、

一、

¥
番
寺
原
十
三
郎
（
山
陰
大
庄

　
屋
）
日
ク
「
甲
斐
村
長
ハ
町
村
制

　
第
．
八
条
二
心
テ
提
出
サ
レ
タ
ル
モ

　
己
二
義
務
職
ニ
ア
リ
、
官
職
拝
命

　
ノ
為
メ
ニ
町
村
二
差
支
ヲ
来
タ
ス

　
理
二
於
テ
不
当
ナ
リ
、
兼
職
出
来

　
ザ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
先
ナ
ル
モ
ノ

　
ヲ
重
シ
ト
シ
、
郵
便
局
長
ヲ
辞
ス

　
ル
が
至
当
ナ
リ
ト
認
定
ス
。
依
而

　
本
人
二
対
シ
郵
便
局
長
ヲ
辞
セ
シ

　
ム
ル
事
二
協
議
シ
、
若
シ
肯
ゼ
ザ

　
ル
時
ハ
郡
参
事
会
二
提
出
シ
テ
裁

　
法
ヲ
仰
グ
考
ナ
リ
。
」

　
藤
井
、
高
森
、
池
田
、
吉
田
、
川
越

　
之
レ
ヲ
賛
成
シ
二
二
議
論
ナ
シ
。

　
依
而
全
会
二
於
テ
可
否
ヲ
起
立
二

　
間
フ
．
、
先
ノ
十
番
寺
原
ノ
説
二
同

　
意
起
立
ス
ル
モ
ノ
新
名
虎
吉
ヲ
除

　
キ
捨
山
名
十
番
寺
原
説
二
賛
ス
。

右
の
議
事
録
の
と
お
り
退
職
届
は
認

定
さ
れ
な
か
っ
た
．
．
十
番
議
員
は
、

公
職
に
あ
る
村
長
を
逓
信
省
が
無
断

で
任
命
し
た
事
は
け
し
か
ら
ん
と
立

腹
し
た
の
で
、
他
の
議
員
も
之
に
賛

成
し
、
議
事
が
混
と
ん
と
な
っ
た
。

　
こ
の
発
言
の
中
の
「
己
二
義
務
職

ニ
ア
リ
、
官
職
拝
命
ハ
不
当
ナ
リ
」

と
き
め
つ
け
た
言
葉
と
、
　
「
兼
職
出

来
ザ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
先
ナ
ル
モ
ノ

ヲ
重
シ
ト
シ
、
郵
便
局
長
ヲ
辞
ス
ル

が
至
当
ナ
リ
」
の
至
言
は
、
誠
に
胸

の
す
く
よ
う
な
発
言
で
あ
り
、
さ
す

が
に
大
庄
屋
を
し
た
だ
け
の
風
格
が
、

如
実
に
現
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
甲
斐
村
長
は
既
に
局
長

任
命
の
辞
令
を
貰
っ
て
い
た
。
松
崎

助
役
議
長
は
困
り
果
て
議
員
諸
公
と

協
議
を
重
ね
た
結
果
、
十
番
議
員
の

発
言
ど
お
り
郡
参
事
会
に
こ
の
旨
を

提
出
し
て
裁
可
を
仰
ぐ
こ
と
に
し
た
。

東
臼
杵
郡
参
事
会
は
「
村
会
議
事
報

告
書
」
を
県
知
事
萩
原
汎
愛
宛
に
提

出
し
、
松
崎
助
役
も
村
会
状
況
を
詳

し
く
記
録
し
て
県
知
事
に
提
出
し
た
。

こ
の
報
告
書
の
中
に
十
番
議
員
寺
原

十
三
郎
氏
の
烈
々
た
る
言
葉
が
書
か

れ
て
い
る
。
　
「
聞
ク
郵
便
局
長
タ
ル

者
ハ
村
長
ノ
兼
務
ヲ
許
サ
ザ
ル
制
ナ

リ
ト
、
果
タ
シ
テ
然
う
バ
己
二
村
長

其
職
ニ
ア
ル
者
二
対
シ
郵
便
局
長
ヲ

命
ジ
テ
村
長
職
ヲ
退
カ
シ
ム
ル
コ
ト

ハ
不
都
合
ナ
リ
。
故
二
郵
便
局
長
ヲ

受
ク
ル
モ
ノ
、
之
ヲ
命
ス
ル
モ
ノ
何

レ
モ
非
ナ
リ
依
而
郵
便
局
長
ヲ
辞
シ

テ
貰
イ
タ
イ
し
と
。

　
こ
の
問
題
は
大
紛
糾
し
て
松
崎
助

役
も
困
っ
て
い
る
所
へ
、
県
よ
り
肝

付
書
記
官
を
通
し
て
郡
役
所
よ
り
指

導
が
あ
り
、
「
萬
己
む
を
得
ざ
る
儀
」

と
な
り
新
村
長
選
出
と
な
っ
た
。

　
明
治
二
十
六
年
一
月
十
七
日
成
願

寺
に
て
村
会
開
会
、
第
二
代
村
長
に

松
崎
千
三
郎
氏
が
当
選
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

（へ、

，若山牧水・
ビ蹴（X庸，Vi臨．Vz．α〉

牧
水
作

長
詩
と
　
童
謡
四

塩
月
儀
市

O
秋
の
と
ん
ぼ

か
つ
　
さ
や

茅
萱
の
う
へ
に

ほ
ろ
ほ
ろ
と

き
い
ろ
い

り
コ
み

胡
桃
の
葉
が
落
ち
る

茅
萱
の
蔭
か
ら

ゆ
め
の
よ
に

　
　
レ
コ
ん
ぽ

赤
い
蜻
蛉
が

ま
ア
ひ
立
つ

と
ん
ぼ
可
愛
や

夕
日
の
さ
し
た

胡
桃
の
幹
に

行
て
と
ま
る

O
か
く
れ
ん
ぼ

ま
ア
だ
だ
よ

ま
ア
だ
だ
よ

石
の
蔭
に
は
と
か
げ
が
み
る
し

　
　
こ
　
か
げ

椎
の
木
蔭
は
蜘
蛛
の
巣
だ
ら
け

も
う
い
い
か

も
う
い
い
か

門
の
横
に
は
車
が
あ
る
し

塀
の
こ
ち
ら
は
花
ば
た
け

も
う
い
い
か

も
う
い
い
か

ま
ア
だ
だ
よ

ま
ア
だ
だ
よ

O
雪
よ
こ
ん
こ

雪
は
き
れ
い
よ

き
れ
い
よ
雪
は

雪
よ
こ
ん
こ
と

わ
た
し
が
言
へ
ば

雪
は
こ
ん
こ
と

天
か
ら
降
る
よ

天
も
ま
っ
し
ろ

地
も
ま
っ
し
ろ
に

庭
の
小
松
が

ま
ん
ま
ろ
い

庭
の
小
松
が

ま
ん
ま
ろ
い

O
天
の
河

　
　
　
　
　
た
れ

天
の
河
原
を
更
渡
る

天
の
河
原
を
誰
渡
る

千
年
萬
年
昔
よ
り

ま
だ
ま
だ
誰
と
て
渡
ら
な
い

千
年
萬
年
末
か
け
て

ま
だ
ま
だ
誰
と
て
渡
る
ま
い

天
の
河
原
の
美
し
さ

天
の
河
原
の
美
し
さ

。
落
栗

栗
の
寝
姿

か
は
い
・
な

お
の己
が
落
葉
の

そ
の
上
に

こ
ろ
り
こ
ろ
ん
で

眠
っ
て
る

栗
の
ね
す
が
た

か
は
い
・
な

。
雪
よ
さ
ら
く

わ
た
し
南
の

日
向
の
う
ま
れ

雪
の
降
る
の
を

ま
だ
知
ら
ぬ

夢
に
ち
ら
ち
ら

降
る
の
を
見
る
が

覚
め
て
見
廻
せ
や

あ
と
も
な
い

雪
よ
さ
ら
さ
ら

ぴ
　
　
　
　
と
　

降
て
来
て
た
も
れ

椿
ざ
か
り
の

わ
が
庭
に

　
故
塩
月
儀
市
先
生
か
ら
生
前
に
ご

投
稿
い
た
だ
い
て
い
た
原
稿
は
、
今

回
を
も
ち
ま
し
て
全
て
終
了
し
ま
し

た
。
あ
ら
た
め
て
先
生
の
ご
冥
福
を

心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。

つ、
つ二重との平成元年2月号

．
蝿
．

壁
熱

⑳
審
ω
健
康

　
　
　
　
東
郷
病
院
内
科

　
　
　
　
　
　
高
橋
弘
憲

　
今
回
は
冬
の
間
に
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
を
い
く
つ
か
述
べ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
】
、
か
ぜ
が
流
行
し
て
い
ま
す
が
、

俗
に
「
か
ぜ
」
と
呼
ん
で
い
る
の
は

も
と
も
と
】
つ
の
病
気
で
は
な
く
、

「
か
ぜ
症
候
群
」
と
い
っ
て
い
ろ
い

ろ
な
病
源
体
（
ウ
ィ
ル
ス
）
に
よ
っ

て
咽
頭
（
の
ど
の
奥
）
や
上
気
道
に

炎
症
が
起
っ
た
状
態
を
指
し
ま
す
。

症
状
も
、
の
ど
が
痛
か
っ
た
り
、
・
鼻

水
や
咳
が
出
た
り
、
頭
痛
、
悪
感
が

あ
っ
た
り
、
食
欲
が
な
く
な
っ
た
り

と
様
々
で
す
。
時
に
は
、
次
々
と
違

う
症
状
の
「
か
ぜ
」
を
ひ
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
．

　
「
か
ぜ
」
は
万
病
の
も
と
と
言
わ

れ
、
こ
じ
ら
す
と
思
わ
ぬ
重
症
に
な

っ
た
り
し
ま
す
．
、
で
き
る
だ
け
ひ
か

ず
に
済
む
よ
う
に
普
段
か
ら
よ
く
う

が
い
を
し
た
り
、
湯
冷
め
を
し
な
い

よ
う
に
注
意
を
し
て
、
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
摂
つ
た
り
し

て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
「
か
ぜ
」
を
ひ

い
た
と
き
は
、
症
状
に
応
じ
た
薬
を

も
ら
い
、
十
分
休
養
を
と
っ
て
身
体

を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
食
事
も
、
卵
入
り
の
お
じ
や

や
野
菜
ス
ー
プ
な
ど
消
化
が
良
く
ビ

タ
ミ
ン
類
や
蛋
白
質
の
含
ま
れ
た
も

の
を
食
べ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
ア

ル
コ
ー
ル
は
飲
み
過
ぎ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
気
道
の
線
毛
運
動

が
鈍
く
な
り
、
気
管
支
炎
、
肺
炎
な

ど
を
起
し
や
す
く
な
る
か
ら
で
す
。

　
二
、
ま
た
、
寒
い
日
が
続
く
と
、

脳
出
血
、
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
な
ど

血
管
が
つ
ま
っ
た
り
、
破
れ
た
り
す

る
病
気
も
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

冬
の
間
は
、
気
温
が
低
い
た
め
末
梢

の
血
管
が
収
縮
し
、
血
圧
が
上
が
り

や
す
く
な
っ
た
り
、
血
液
の
循
環
が

悪
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
一
因
で

す
。
ま
た
、
家
の
外
と
家
の
中
で
の

温
度
の
差
が
夏
に
比
べ
激
し
く
、
「

日
の
う
ち
に
何
度
も
血
管
が
拡
張
し

た
り
収
縮
し
た
り
す
る
こ
と
も
良
く

な
い
よ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、
な
る
べ

く
急
激
に
身
体
が
冷
え
る
こ
と
は
避

け
た
方
が
良
い
わ
け
で
、
例
え
ば
、

朝
起
床
す
る
と
き
も
、
パ
ッ
と
寝
床

か
ら
と
び
出
す
の
で
は
な
く
、
床
の

中
で
手
足
を
よ
く
動
か
し
た
り
、
深

呼
吸
を
し
た
り
し
て
少
し
身
体
の
血

流
が
良
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
起
き
る

よ
う
に
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　
三
、
そ
れ
か
ら
、
家
族
の
人
や
近

所
の
人
が
、
意
識
を
な
く
し
て
倒
れ

た
り
、
胸
を
苦
し
が
っ
て
動
け
な
く

な
っ
て
い
る
よ
う
な
と
き
は
、
な
る

べ
く
そ
っ
と
暖
か
い
と
こ
ろ
に
運
ん

だ
り
、
も
し
く
は
そ
の
場
を
暖
め
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
う
し
て
で
き

る
だ
け
早
く
病
院
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
決
し
て
寒
い
と
こ
ろ
に
放
り

出
し
て
お
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
昔

か
ら
よ
く
「
重
症
の
と
き
は
動
か
す

と
危
険
だ
か
ら
じ
っ
と
し
て
お
け
」

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
頭
を
ひ
ど
く
ゆ

さ
ぶ
っ
た
り
、
激
し
く
ド
ス
ン
ド
ス

ン
と
動
か
し
た
り
す
る
こ
と
が
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
特
に
意
識

が
な
い
人
を
上
向
き
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
置
物
で
窒
息
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
横
向
き
に
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
救
急
車

な
ど
で
な
る
べ
く
早
く
近
く
の
病
院

派
出
所
だ
よ
り

　
銃
砲
・
火
薬
類
の

　
　
　
　
保
管
取
扱
い

　
銃
砲
の
盗
難
は
、
全
国
的
に
増
加

し
て
お
り
、
特
に
猟
期
後
は
確
実
に

保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

O
入
院
、
旅
行
、
出
稼
ぎ
等
で
家
を

　
留
守
に
す
る
と
き
は
、
必
ず
銃
砲

　
保
管
業
者
に
保
管
を
委
託
し
ま
し

　
よ
う
。

O
銃
は
、
分
解
し
て
保
管
し
カ
ギ
の

　
保
管
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

に
運
ん
で
く
だ
さ
い
。
よ
く
往
診
の

依
頼
が
あ
り
ま
す
が
、
本
当
に
重
体

な
と
き
は
往
診
先
で
は
治
療
で
き
ま

せ
ん
し
、
む
し
ろ
時
間
の
消
費
が
治

療
の
遅
れ
を
ま
ね
き
ま
す
。
過
去
の

デ
ー
タ
の
上
で
も
、
救
急
車
や
自
家

用
車
で
す
ぐ
に
病
院
に
連
れ
て
行
っ

た
場
合
の
方
が
救
命
率
は
ず
っ
と
高

い
の
で
す
。

　　4
蓼

短
歌

尾
閨
門
歌
会

ロ
ロ
O

　
飲
酒
運
転
を

　
　
　
追
放
し
よ
う

。
宴
会
や
招
待
の
席
な
ど
、
あ
ら
か

　
じ
め
酒
の
出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

　
る
場
所
へ
は
絶
対
に
車
で
行
か
な

　
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

O
飲
酒
の
場
所
へ
車
で
き
た
人
に
は
、

　
飲
酒
前
に
キ
ー
を
預
け
さ
せ
る
か
、

　
酒
を
す
す
め
な
い
よ
う
に
し
ま
し

　
よ
う
。

O
酔
っ
た
勢
い
で
車
の
運
転
を
促
す

　
よ
う
な
言
動
や
行
動
は
厳
に
つ
つ

　
し
み
、
飲
酒
運
転
を
し
な
い
よ
う

　
に
し
ま
し
よ
う
。

彩
り
も
さ
ま
ざ
ま
に
し
て
落
葉
せ
し

庭
に
早
く
も
山
茶
花
白
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

吾
娘
の
忌
に
墓
参
の
留
守
を
市
迫
る

仔
牛
に
告
げ
を
り
背
を
撫
で
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
子

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
又
も
事
故
伝

へ
見
す
る
現
場
の
目
に
耐
え
難
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
キ
ミ
エ

裏
山
に
烏
巣
立
つ
か
常
な
ら
ぬ
声
入

り
み
だ
れ
朝
を
騒
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
　
文
雄

お
の
が
身
の
老
い
し
は
言
わ
ず
手
を

握
り
若
さ
讃
え
る
老
の
優
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」
こ
と
を
常

に
心
が
け
、
家
庭
、
職
場
、
地
域
か

ら
悪
質
な
飲
酒
運
転
を
追
放
し
ま
し

ょ
う
。

＿こ＝：こ・

ご
へ
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O

望
戸
嬉

　
　
馬

農
協
・
銀
行
・
郵
便
局

等
は
土
曜
日
の
窓
ロ

　
業
務
が
変
わ
り
ま
す

　
現
在
、
貯
金
、
保
険
の
窓
口
業
務

に
つ
い
て
は
、
第
二
・
第
三
土
曜
日

を
休
業
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
二
月

か
ら
は
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
土
曜

日
が
休
み
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
現
金
自
動
支
払
機
に
つ

い
て
は
、
毎
週
土
曜
日
と
も
ご
利
用

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
郵
便
局
の
郵
便
取
扱
い
は

窓
口
取
扱
い
、
郵
便
の
配
達
、
取
り

集
め
業
務
と
も
今
ま
で
ど
う
り
行
わ

れ
ま
す
．
．
受
付
時
間
を
変
更

東
郷
町
歯
科
診
療
所

　
今
年
か
ら
東
郷
町
歯
科
診
療
所
の

受
付
時
間
が
、
次
の
と
お
り
変
更
さ

れ
ま
し
た
。

▽
月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
午
前
9
時
～
1
2
時

　
　
　
午
後
2
時
～
6
時

▽
土
曜
日

　
　
　
午
前
9
時
～
1
1
時

▽
休
診
日
は
日
曜
日
、
祝
日
及
び
第

　
］
木
曜
日
で
す
．
、

回
書
相
談

　
｝
般
住
民
に
対
す
る
酒
害
予
防
思

想
の
普
及
な
ら
び
に
大
量
飲
酒
者
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
及
び
そ
の
家

族
等
に
対
す
る
相
談
指
導
、
診
断
等

を
行
い
、
酒
害
防
止
対
策
の
充
実
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
次
の
日
程

に
よ
り
個
別
相
談
な
ら
び
に
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
主
催
　
日
向
保
健
所

　
　
　
　
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー

▽
日
時
　
2
月
2
1
日
　
1
3
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
日
向
保
健
所
講
堂

▽
講
師
　
（
担
当
医
師
）

　
　
　
　
　
　
　
鮫
島
哲
也
医
師

　
　
赤
ち
ゃ
ん
・

　
　
　
　
　
妊
婦
相
談

▽
期
日
　
2
月
2
2
日

▽
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館

▽
受
付
　
赤
ち
ゃ
ん
相
談

　
　
　
　
　
9
時
3
0
分
～
1
0
時

　
　
　
妊
婦
相
談

　
　
　
　
　
1
0
時
～
1
0
時
3
0
分

18

P
月
児
健
康
診
査

▽
日
時
　
2
月
2
2
日
　
1
3
時
3
0
分

▽
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館

一
般
健
康
相
談

▽
日
時
　
2
月
1
8
日
　
9
時
～
1
0
時

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

行
政
相
談
・

　
　
　
　
　
　
人
権
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
、
ま
た

人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
付
け
ま
す
。

▽
日
時
　
2
月
2
1
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

　
当
日
以
外
は
、
自
宅
で
受
付
け
て

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
．
．

　
行
政
相
談
員

　
　
　
東
郷
町
測
深
　
山
口
俊
一

　
人
権
相
談
員

　
　
　
東
郷
町
寺
迫
　
黒
木
利
松

　
　
　
　
　
羽
坂
　
山
本
和
年

　
　
　
　
　
仲
深
　
中
谷
芳
雄

心
配
ご
と
相
談

　
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
．
、

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
委
員
（
民

生
委
員
）
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎

週
火
曜
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
宅

で
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
こ

利
用
く
だ
さ
い
．
、

▽
日
時
　
2
月
2
1
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

　
　
今
月
の
納
税
等

固
定
資
産
税
四
期

国
民
健
康
保
険
税

善
急
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
寺
迫
の
黒
木
國
寛
さ
ん
か
ら

　
（
ト
メ
ノ
さ
ん
・
7
6
歳
ご
死
去
）

◎
坪
谷
の
酒
井
二
美
さ
ん
か
ら

　
（
タ
イ
さ
ん
・
9
0
歳
ご
死
去
）

◎
小
野
田
の
橿
原
榮
さ
ん
か
ら

　
（
ハ
ル
ヱ
さ
ん
・
7
1
歳
ご
死
去
）

◎
越
表
の
杉
本
梅
さ
ん
か
ら

　
（
清
さ
ん
・
7
3
歳
ご
死
去
）

◎
羽
坂
の
黒
木
福
美
さ
ん
か
ら

　
（
イ
チ
さ
ん
・
8
3
歳
ご
死
去
）

◎
日
之
影
町
の
甲
斐
菊
義
さ
ん
か
ら

　
（
武
吉
さ
ん
・
9
0
歳
ご
死
去
）

◎
鶴
野
内
の
内
田
勝
利
さ
ん
か
ら

　
（
シ
ゲ
ノ
さ
ん
・
7
4
歳
ご
死
去
）

◎
福
瀬
の
高
尾
博
さ
ん
か
ら

　
（
ト
ミ
さ
ん
・
7
2
歳
ご
死
去
）

◎
田
野
の
黒
木
勘
市
さ
ん
か
ら

　
（
イ
ロ
さ
ん
・
8
7
歳
ご
死
去
）

動
難
曙
磯
頭
噺
遡
毒
要
毒
聯
鐙
磯
禽

輔
穏
㎞
籟
．
蓬
慧
脚
り
軸

φ
、
鞍
輿
噺
轟
饗
峰
婆
姦
喚
藁
威
峰
φ

　
（
十
二
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

神
井
淋
橋
1
　
1
　
　
ト
ロ
部
1
上
旨
　
1
　
．
　
　
　
禾
良
i
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人
彩
也
i

美

鈴
木
光
太
郎

赤
ち
ゃ
ん
の
名

治：敬繁1

�｡i樹

章1

mL
俊 父
の
名

小・1・鶴1寺ワ1・

�D野：野　：野

c旧内迫旧
住
所

結
　
婚
お
幸
せ
に

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

黒高 内黒 畝 酒 黒 伊杉．甲

　2ﾘi三囲1木！　　i　　I 原 井 木1

1
　
旨
藤
…
本 斐

氏

イ　　ゲト…シ陸
1ハ

≠Pル
タ
　
イ1久 武

名
口 ミ・ノ1ノ旨エ

1

イ1チ1
士　　ぐ■三
禔@　1目 吉

1　　　　　1

87．7 Q74．76．7’ 90．83 100．73190 年
i
歳
i
歳 歳；歳礒 歳國歳…歳…歳 幸

田1福

h　I
野1
野

鶴i寺1小：坪1羽回・越
；野：

小1住
�P

野瀬納迫 田1 J1坂 田． ¥
1

田i所


	税の申告相談が字始まります－２月１０日～３月１０日

	平成元年度町県民税・国民健康保険税申告相談受付日程表
	９９名が大人の仲間入り
	すべての人事業所が「社会保険」に加入
	鈴峰園にもちをプレゼント～福瀬小

	牧水かるた大会
	リレーマラソン～町青年団

	サンタが家にやってきた～仲深青年

	庄屋跡標柱を建つ～町史談会

	九州大会でも優勝～坪谷中男子庭球部

	銃砲・火薬類の保管取扱い
	飲酒運転を追放しよう

